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●地域共生社会の実現
　地域生活課題が複雑化する中、支援を必要
とする人を早期に把握し、相談につなげる体
制を充実させます。また、介護や障がい、子
ども・子育て、生活困窮といった、分野を超
えた連携を深めながら、世帯全体を見据えた
伴走型支援を推進します。

●ゼロカーボンシティ会津若松の実現
　４月からの家庭ごみ処理有料化により、ご
みの分別と減量を全ての市民の皆さんによる
継続的な取り組みとするとともに、新たに、
ごみ処理手数料を財源とした基
金を設置し、資源循環型社会の
形成や衛生的な生活環境の保全、
地球温暖化対策などを持続的に
推進します。

●野生鳥獣による被害の軽減
　ツキノワグマなどの野生鳥獣への対応につ
いては、専門家による集落環境診断に基づく
緩衝帯の整備や侵入防止柵の設置を進め、農
作物などの被害を軽減します。
　また、増加する市街地などへの野生鳥獣の
出没に対応するため、鳥獣被害対策実施隊や
県、警察などの関係機関と連携し、緊急銃猟
制度による捕獲も含めて、市民の皆さんの安
全確保を最優先として対応します。
●地域経済の活性化
　企業誘致と地元企業の成
長を両輪として進め、地域
の雇用創出と産業の裾野を
拡大するための基盤として、
新工業団地の整備を計画的
に進めます。
　また、４月から開催される「ふくしまデス
ティネーションキャンペーン」を好機とし、
鶴ケ城を核として、本市の歴史・文化・自然
・食と農産物の魅力を広く発信し、宿泊や域
内周遊の拡大を図ります。
　さらに、市内企業の認知度向上と若者の交
流機会を創出し、雇用促進と定着に取り組む
とともに、地場産品の取引拡大や、「会津若
松まちなか案内所」の積極的活用を図ります。

●安心して子どもを産み育てられる環
境の充実
　所得にかかわらず、教育・保育施設におけ
る第２子以降の保育料を無償にします。
　また、小学校の給食費については、無償化
を実施します。中学校については、引き続き、
物価高騰分を支援することで、保護者の負担
を軽減します。

●学力向上に向けた教育環境の充実
　新たな学力調査により実態を把握し、各学
校の学力向上計画の見直しや指導改善につな
げます。

●市民協働と社会参画の推進
　５月から、栄町第二庁舎を市民活動支援や
男女共同参画推進などの拠点である「市民協
働プラザ」として供用し、地域の課題解決に
向けた参画・協働によるまちづくりを推進し
ます。

「強みを活かすしごとづくり」のための予算

【農林業】

▼地域農業の担い手を確保・育成するために
…………………………………………４，８８３万円

▼野生鳥獣による農作物被害などを防止するため
に………………………………………３，６１１万円

【観光・商工】

▼地域内経済や中心市街地の活性化を図るために
…………………………………………６，５５６万円

▼新たな工業団地を整備するために
………………………………………２億９５１万円

▼観光誘客を推進するために…２億５，９５３万円

「安心、共生のくらしづくり」のための予算

【福祉・衛生】
▶分野横断的な支援体制の充実のために
……………………………………………８８３万円
▶介護事業所の人材確保のために……３０１万 円
▶ゼロカーボンシティ会津若松の実現のために
…………………………………１３億２，５４５万円

「未来につなぐひとづくり」のための予算

【子ども・子育て】
▶乳幼児の健康のために……………３，３４４万円
▶特定教育・保育施設などへの給付のために
………………………………………４７億５３９万円
▶子育て環境の充実のために…９億７，３０１万円

【教育】
▶児童生徒の学習意欲や学力の向上のために
…………………………………………５，２７５万円
▶地域総ぐるみで子どもたちの成長や学びを支え
る環境づくりのために………………２，６０３万円
▶学校給食費の保護者負担軽減のために
……………………………………６億４，２２９万円

【社会参画】
▶市民による地域づくり活動を後押しするために
……………………………………………６，６０３万円

市民の安全を最優先に野生鳥獣に対応します
（写真は、電気柵を設置している様子）

支援を必要とする人を地域全体で見守ります

切れ目のないサポートで、子育て世帯の負担を減らします

【特集】令和８年度 施政方針と予算
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施政方針と予算施政方針と予算令和８年度令和８年度

３３政策目標政策目標

２２政策目標政策目標

　市民の皆さんがお互いを尊重し合い、自分らしく、幸せな暮らしを営むことができ、にぎわいと活力
ある会津若松市の実現に向けて、市では令和８年度も引き続き、さまざまな施策に取り組んでいきます。
　また、第７次総合計画の最終年度となる令和８年度は、これまでの取り組みを総括し、新たな総合計
画を策定していきます。
　ここでは、第７次総合計画に掲げる５つの政策目標と主な取り組みを紹介します。
◉問い合わせ…企画調整課（☎３９ｰ１２０１）、財政課（☎３９ｰ１２０３）
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会計名 予算額

国民健康保険 １０３億４，３６９万円

観光施設事業 １億４，８９１万円

地方卸売市場事業 ７，６４２万円

扇町土地区画
整理事業 ２億５，９９７万円

介護保険 １３０億３，２４４万円

三本松地区
宅地整備事業 ２，６６２万円

後期高齢者医療 １９億７，２０４万円

工業団地整備事業 ２億９５１万円
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歳出

その他（繰越金など）その他（繰越金など）
２０億８，６７７万円
（３．５％）

地方消費税交付金
３５億３，２００万円
（５．８％）

使用料および手数料
１０億７，９８７万円
（１．８％）

国庫支出金
１１４億２，２９０万円
（１８．９％）地方交付税

１１１億６７０万円
（１８．４％）

諸収入
１４億４，６７７万円
（２．４％）

市債
２５億６，８００万円
（４．２％）

県支出金
５０億８，８１３万円
（８．４％）

繰入金
５４億９，６８６万円
（９．０％）

衛生費
５５億５，２２１万円
（９．２％）

公債費
６８億３，２９６万円
（１１．３％）

農林水産業費
１６億６，６２３万円
（２．７％）

消防費
１７億３，８６５万円
（２．９％）

教育費
５８億４，３５８万円
（９．７％）

その他（議会費など）
５億４，９５９万円

（０．９％）

商工費
１８億３，５１６万円
（３．０％）

土木費
４８億７，８０５万円
（８．１％）

総務費
７５億６，２０６万円
（１２．５％）

民生費
２４０億３，６５１万円
（３９．７％）

市税
１６６億６，７００万円
（２７．６％）

歳出総額
６０４億

９，５００万円

歳入総額
６０４億

９，５００万円
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●災害に強いまちの実現
　重層的な情報伝達手段を確保するため、㈱
エフエム会津の電波を利用した防災行政無線
システムの構築を進め、災害時の迅速な情報
提供を図ります。
●公共交通の利便性向上
　ＩＣＴを活用した取り組みを推進し、リクエ
スト型最適経路バスの運行継続や、データに
基づく路線バスなどの再編により、利便性の
向上と運行の効率化を図りながら、公共交通
を維持・確保します。

●上水道の安定供給
　施設の再編・長寿命化と老朽管路の更新を
進めるとともに、ＡＩ（人工知能）による管路
劣化再診断やドローンを使った施設診断など
水道ＤＸ技術も活用し、安定供給と持続ある
事業運営を目指します。
●空き家対策の取り組み
　人口減少や自然災害のリスクを見据え、空
き家などへの対処と住環境の安全・安心の確
保を一体的に進めます。

●まちの拠点の整備
　県立病院跡地での多世代交流や子育て支援
施設の整備を着実に進めます。会津若松駅前
の基盤整備については、基本計画に基づき、
駅前広場や周辺道路などの基本設計を進め、
関係者・地域の皆さんと連携しながら実証や
検討を重ね、事業着手に向けて取り組みます。

●「選ばれるまち」の実現
　若い世代が「このまちで暮らしたい」「ここ
で働き、学び、挑戦したい」と感じ、子育て
や教育、仕事など、生活のあらゆる場面で「選
ばれるまち」になるよう、新たな総合計画の
策定を進めます。
　また、ふるさと納税の返礼品の充実などに
より、寄附受入額を増加させ、地域経済の活
性化につなげます。
　さらに、住まい・仕事・子育てをパッケー
ジとしたＵターンや移住支援を活用した定住
人口の確保に努めます。加えて、二地域居住
や交流などを通じて継続的に本市と関わる人
の増加を図り、地域の活力の維持・向上につ
なげます。

「安全、快適な基盤づくり」のための予算

【防災】

▼防災のまちづくりを推進するために
…………………………………………５，１３９万円

【基盤整備】

▼道路や水路の維持・整備のために
……………………………………９億１，８９３万円

▼市道などの除雪のために……８億７，５１７万円
【公共交通】

▼地域公共交通の活性化・利便性向上のために
……………………………………２億４，８７３万円

【住宅・住環境】
▶空き家対策のために………………２，７７５万円

「豊かで魅力ある地域づくり」のための予算

【まちの拠点】

▼県立病院跡地の整備のために
…………………………………１１億８，４５６万円

▼会津若松駅前の整備のために……４，８５８万円
【地域振興】

▼移住・二地域居住の推進のために
……………………………………１億５，２２２万円

【行政運営】

▼ふるさと納税の推進のために
……………………………………２億６，９８１万円

▼行政サービスの向上のために……２，７６９万円

多くの市民の皆さんからの意見や提案を踏まえながら、新たな
総合計画を策定します

より便利な公共交通サービスを提供します

【特集】令和８年度 施政方針と予算
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